
地域の方の優しさが
   共同募金を支えています
　１２月２日に市内３ケ所で歳末たすけ
あい街頭募金を実施しました。
　募金の呼びかけを地元の中学生やボ
ランティアの方にご協力いただきました。
　皆様からお寄せいただきました募金
は、市内にお住いの支援を必要とする方
へお届けいたします。



暮らしを応援 社協のサービスいろいろ

○車イスのまま乗れる軽車両（スロープ式）を無料で貸出します。
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　南房総市社会福祉協議会では、 高齢者や障がいのある方の在宅生活を支援する福祉サービス
を実施しています。
　今回は、その中でボランティアが生活のちょっとした困りごとをお手伝するみなみん ・ おた
すけサービスや、車イスのまま乗れる車の貸出し、車イスの貸出しをご紹介します。

ちょっと便利

【利用できる方】
　市内在住の日常生活において介護が必要な方です。

【利用について】
　利用期間は原則として1日です。使用した分の燃料
を補給（自己負担）してお返しください。
　車種は各福祉サポートセンターにより異なります。
また、事前に車両の空き状況を確認し予約が必要とな
ります。

福祉車両貸出

○ボランティアがちょとした生活のお手伝いをします。
   有償の生活援助サービスです。 
【利用できる方】
　市内に住所（在住）があり、日常生活において支援や援助が必
要な65歳以上の高齢者、心身障害者（児）の方です。

【利用について】
　利用できる内容は、①～⑤の内容です。
①話し相手　②衣類の洗濯や整理　③住居の清掃やゴミ出し
④日常生活品の買物代行　⑤簡単な調理のお手伝い　など

みなみん ・
おたすけサービス

【利用時間について】

月曜日から金曜日　午前９時～午後４時まで

ただし、土日、祝祭日、年末年始は休みです。
※１回の利用時間はおおむね１時間程度で週２回まで利用ができます。

特に技術や資格を必要としない日常のお手伝いです。
協力会員として登録をしたボランティアがご自宅に伺い、日常生活のお手伝いをします。

　  ◇利用するには、事前に会員登録が必要となります。
　  ◇支払いについては、事前に利用券や買物代行券を購入していただき、
        利用時間に応じて利用券や買物代行券での支払いとなります。
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これからも
いきいきお元気に

敬老の日は、長年にわたり社会に尽くしてきた
高齢者を敬愛し、長寿をお祝いする日です。

　結婚 50周年祝賀会が富浦ロイヤルホテルで開
催され、今年度は53組のご夫婦が出席されました。
　出席者全員での記念撮影のあと、渋谷幸一社
協会長から記念品とお祝いの言葉が贈られました。
　出席されたご夫婦からは、ともに過ごした半
世紀を振り返りながら、改めて50 年間の結婚生
活の喜びをかみしめておられました。

　敬老の日にちなみ市内の100歳を迎え
る１５名へ渋谷幸一社協会長から、「これか
らもお元気で長生きしてください。」とお
祝いの言葉とともに、油彩画の肖像画（馬
堀輝孝画伯作）を贈りました。
　贈呈された方や家族からは「そっくりだ

9月25・26日 10月25日

ね。立派なもの
をありがとう。」
と喜ばれてい
ました。これか
らも健康に留
意され、ますま
すのご長寿を
お祈りいたしま
す。

【申込・問い合せ先】  
サービスを希望される方は、南房総市社会福祉協議会（本所）または、

　　　　　　　　  お近くの福祉サポートセンターへ

○車イスを無料で貸出します。
 

【利用できる方】
　市内在住の高齢者、障害者（児）及び病気やケガを
された方で福祉機器の使用が必要と認められる方。
　ただし、要介護２以上の方は、原則として介護給
付によるレンタルをご利用ください。

【利用について】
　おおむね6カ月以内とし、それ以後も継続利用を希
望される場合は、更新手続きをお願いします。

福祉機器貸出



10月17日

自
分
の
想
い
を
伝
え
る
ノ
ー
ト

富
浦
地
区
・
八
束
地
区
社
協
合
同
研
修
会

　

地
域
を
支
え
る
活
動
し
て
い
る
委
員
の
皆
さ
ん
を
対
象

に
、「
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
の
描
き
方
講
座
」
と
題
し
て
研

修
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

市
川
市
社
協
、
川
名
成
和
氏
を
講
師
に
迎
え
、
な
ぜ
エ
ン

デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
を
書
く
こ
と
が
大
切
な
の
か
？
誰
の
た
め

に
何
の
た
め
に
書
く
の
か
？
と
の
問
い
に
、家
族
の
た
め
に
、

自
分
の
死
後
家
族
が
困
ら
な
い
た
め
に
、
自
分
の
想
い
を
伝

え
る
た
め
に
必
要
な
ノ
ー
ト
だ
と
教
え
て
頂
き
ま
し
た
。

●南房総市社会福祉協議会　てんだぁ 43 ●

　
「
遺
言
書

よ
り
も
堅
苦

し
く
な
く
自

由
に
記
入
で

き
る
の
も
エ

ン
デ
ィ
ン
グ

ノ
ー
ト
の
魅

力
の
ひ
と
つ

だ
ね
」
と
感

想
が
聞
か
れ

ま
し
た
。

11月2・9日

事
故
な
く
安
全
な

　
　
　
　

運
転
を
め
ざ
し
て
！

　

移
送
サ
ー
ビ
ス
安
全
運
転
者
講
習
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
）

　

高
齢
者
や
障
が
い

の
あ
る
方
の
外
出
を

お
手
伝
い
す
る
、
移

送
サ
ー
ビ
ス
の
運
転

協
力
者
を
対
象
に
「
安

全
運
転
者
講
習
会

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
習
で
は
、
千
倉

自
動
車
教
習
所
の
教

官
を
講
師
に
、
自
分

の
自
己
分
析
を
兼
ね
た
「
認
知
機
能
検
査
」
の
他
、
館
山
署
管

内
に
お
け
る
事
故
事
例
を
伺
い
、
そ
れ
を
踏
ま
え
、
実
技
講
習

と
し
て
「
車
両
日
常
点
検
」
と
「
運
転
技
術
向
上
・
法
規
走
行
」

の
講
習
を
実
施
し
ま
し
た
。
高
齢
に
な
っ
て
く
る
と
前
進
に
は

注
意
が
払
え
て
も
後
方
が
不
注
意
に
な
り
が
ち
と
い
う
点
か

ら
、
実
車
走
行
で
は
教
官
同
乗
の
も
と
バ
ッ
ク
走
行
を
取
り
い

れ
た
実
技
も
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
方
々
は
、
日
頃
自
分
で
は
気
が
付
か
な
い
運
転

走
行
な
ど
安
全
運
転
を
再
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
で

し
た
。

　

何
よ
り
も
、
講
習
で
学
ん
だ
こ
と
を
活
か
し
て
、
安
全
・
安

心
な
移
送
サ
ー
ビ
ス
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

お
達
者
サ
ロ
ン

活
動
の
担
い
手
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
対
象

に
、
サ
ロ
ン
活
動
に

取
り
入
れ
ら
れ
る

内
容
の
一つ
と
し
て
、

理
学
療
法
士
か
ら

介
護
予
防
の
た
め

の
座
っ
て
出
来
る
体

操
や
筋
力
ア
ッ
プ
の

方
法
な
ど
講
義
と

実
技
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
保
健
師
か
ら
認
知
症
予
防
に
つ
い
て
の
講

義
と
「
脳
ト
レ
」
の
実
技
も
あ
り
、
頭
で
考
え
な
が
ら

体
を
動
か
す
、「
後
だ
し
じ
ゃ
ん
け
ん
」
な
ど
楽
し
く

参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

両
日
で
76
名
の
参
加
者
が
あ
り
、
体
操
を
し
て
ど
こ

の
筋
力
ア
ッ
プ
が
で
き
る
と
い
う
実
感
が
も
て
た
こ
と
、

ま
た
認
知
症
予
防
と
し
て
同
時
に
違
う
動
作
を
行
う
難

し
さ
も
経
験
し
、「
早
速
サ
ロ
ン
で
楽
し
く
や
っ
て
み
た

い
。」
と
い
う
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。

簡
単
・
楽
し
く
・Let

‘s

体
操

10月12・19日

担
い
手
養
成
講
座（
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
講
座
）



11月30日

み
ん
な
で
考
え
よ
う
！

　
　
　
　
　

災
害
に
つ
い
て

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

　

今
回
の
講
座

で
は
、
災
害
が

起
き
た
時
に
、

こ
ん
な
時
は

ど
う
す
る
か
を

「
ク
ロ
ス
ロ
ー
ド

ゲ
ー
ム
」
を
通

じ
て
体
験
し
ま

し
た
。

　

例
え
ば
、「
地

震
に
よ
る
津
波

が
最
短
で
10
分

で
来
る
と
知
ら
さ
れ
た
と
き
に
、
近
所
の
一
人
暮
ら
し
の
お

ば
あ
さ
ん
を
見
に
行
く
か
見
に
行
か
な
い
か
。」
を
自
分
だ
っ

た
ら
ど
う
す
る
か
イ
エ
ス
、
ノ
ー
で
答
え
、
な
ぜ
そ
の
答
え

だ
っ
た
の
か
を
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ゲ
ー
ム
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
で
出
し
た
答
え
に

正
解
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
考
え
方
が
あ
る

と
い
う
こ
と
を
知
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
い
う
こ
と
と
、

そ
の
中
で
我
が
事
と
し
て
、
今
の
最
善
策
を
決
断
し
て
い
く

こ
と
が
災
害
時
に
求
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
を
学
ぶ
機
会
に

な
り
ま
し
た
。

11月10日

館
山
市
布
良
地
域
の
文
学
や

　
　
　

歴
史
に
触
れ
て
き
ま
し
た

　

三
芳
３
地
区
社
協
い
き
い
き
サ
ロ
ン

　

小
春
日

和
の
中
、

高
齢
者
一

人
暮
ら
し

と
二
人
世

帯
の
方
々

を
対
象

に
、
毎
年

恒
例
の
い

き
い
き
サ

ロ
ン
を
開

催
し
ま
し

た
。

　

参
加
さ

れ
た
方
々
は
じ
ゃ
ん
け
ん
ゲ
ー
ム
や
入
浴
・
カ
ラ
オ
ケ
・
昼

食
を
楽
し
ん
だ
後
、青
木
繁
「
海
の
幸
」
記
念
館
を
見
学
し
、

ス
タ
ッ
フ
か
ら
説
明
を
受
け
、
展
示
さ
れ
て
い
る
絵
画
や
館

山
市
指
定
有
形
文
化
財
に
な
っ
て
い
る
建
物
を
感
慨
深
そ
う

に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

布
良
崎
神
社
で
も
地
区
の
歴
史
な
ど
の
説
明
を
聞
き
、
参

加
者
が
色
々
と
質
問
を
し
た
り
と
、
大
変
有
意
義
な
サ
ロ
ン

と
な
り
ま
し
た
。

11月18日

歌
っ
て
元
気
♪
見
て
笑
顔
♪

　

第
２
回
丸
山
い
き
い
き
交
流
会

　

丸
山
地
区
で

は
、
南
・
丸
地

区
社
会
福
祉
協

議
会
が
協
力
し

て
、「
丸
山
い
き

い
き
交
流
会
」

を
開
催
し
ま
し

た
。

　

１
０
０
名
近

く
の
方
が
参
加

さ
れ
、
保
健
推

進
員
さ
ん
に
よ

る
健
康
に
関
す
る
講
話
や
保
健
師
さ
ん
に
よ
る
リ
ズ
ム
体

操
で
音
楽
に
合
わ
せ
て
体
を
動
か
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
や
わ
ら
か
く
響
き
の
あ
る
歌
声
と
心
地
よ
い
ギ

タ
ー
の
生
演
奏
で
懐
か
し
の
歌
謡
曲
や
季
節
の
童
謡
が
流

れ
る
と
、「
綺
麗
な
歌
声
だ
ね
。」「
こ
の
歌
を
聞
い
て
い

た
こ
ろ
の
こ
と
を
思
い
出
し
た
よ
。」
と
笑
顔
で
一
緒
に

口
ず
さ
ん
で
い
ま
し
た
。

　

最
後
は
、
白
浜
若
荻
会
の
み
な
さ
ん
に
よ
る
演
芸
披
露

で
は
、
参
加
者
を
魅
了
す
る
踊
り
を
披
露
し
て
い
た
だ
き
、

当
日
の
雨
を
忘
れ
て
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
交
流
会
と
な

り
ま
し
た
。
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和
田
地
区
の
「
和
田
町
民
舞
の
会
」
を
紹
介
し
ま
す
。

　

昭
和
63
年
に
発
足
し
て
か
ら
30
年
を
迎
え
、
会
員
数
は
延
べ
１
０
０
名
を
越

え
、
数
多
い
活
動
の
歴
史
を
積
み
上
げ
て
き
ま
し
た
。

　

毎
週
火
曜
日
、
20
時
か
ら
21
時
ま
で
和
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

全
国
の
民
謡
を
中
心
に
踊
り
の
お
け
い
こ
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
15
名
程
度
の
会
員
で
50
代
か
ら
80
代
ま
で
の
熟
女
、
熟
熟
女
達

が
毎
回
楽
し
み
な
が
ら
、
様
々
な
地
方
の
踊
り
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

　

老
人
施
設
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
訪
問
や
南
房
総
市
の
文
化
祭
、
老
人
会
で
の

発
表
な
ど
、
日
頃
の
成
果
を
十
分
発
揮
し

て
い
ま
す
。
２
０
１
０
年
の
千
葉
国
体
に

は
、
県
の
代
表
と
し
て
閉
会
式
で
踊
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
次
は
、
２
０
２
０
年

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
も
、
踊
り
の
参
加

が
し
た
い
と
会
員
全
員
で
願
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

今
秋
、
長
年
に
わ
た
る
地
道
な
福
祉
活

動
が
認
め
ら
れ
、
千
葉
県
よ
り
感
謝
状
を

い
た
だ
き
、
会
員
一同
、
こ
れ
か
ら
も
長
く

元
気
に
踊
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
を
新
た

に
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

み
な
さ
ん
も
楽
し
く
一
緒
に
踊
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

　毎年行っている調理ボランティアを対象とし
た給食ボランティア研修会（衛生講座）を今年
も３会場で実施し、１６７名の参加がありました。
　食品を扱う上で、検便を実施することの重
要性、食中毒をおこさないための調理器具や
食材の扱いと、調理過程や弁当を配達する際
の注意点などの講義があり、参加された皆さ
んは真剣にメモをとり講師に質問をしていました。
　また、講義後の手洗いの実習では、ブラック

食品衛生管理の重要さを
再認識しました
給食ボランティア研修会

11月13・22・29日

ライトに手を
かざして洗い
残しがないか
チェックを行
い、衛生的な
手洗い方法を
再確認するこ
とができまし
た。

　一人暮らしの高齢の方々へ安否確認を兼ねお弁
当をお届けする「ふれあいランチサービス」に携わ
るボランティアが、自慢の一品を持ち寄り試食する
「ポットラック式バイキング」による研修会が行わ
れました。
　弁当のメニューの工夫点や、ひと手間かけおいし
く仕上げるコツなどお互いに発表しました。地区な
らではの献立やひと工夫した一品に「おいしい～、

ひと手間かけて、
おいしいお弁当を ！

市ボランティア連絡協議会主催
給食ボランティア研修

12月１日

なるほど～」と参加さ
れた皆さんの関心も高
く、また、交流会では
地区の垣根を超え、い
ろいろな意見交換を行
いました。ボランティア
の高齢化、買い物の不
便さ、献立てや実施の
方法などが話し合われ
ました。



南房総市ボランティアまつりは、市内で
活動するボランティアの活動紹介、模擬店、
手作り作品の販売を通して地域の皆さんと
の交流を行います。
　その他、楽しい催し盛りだくさん！ぜひ、
お誘い合わせの上お越しください。

● 南房総市社会福祉協議会
　ホームヘルプサービス　 29 - 5 0 2 1

● 南房総市社会福祉協議会
　ケアプランセンター　　 29 - 5 0 2 2

脱水にならないために！
　水分をとることはもちろんですが、おやつを果
物にするなど工夫して、元気にお過ごしください。

　脱水は暑い時期のものだと思っていませんか？
　高齢者は、暑さ寒さやのどの渇きを感じにくいことや、トイレの回数などを
気にして、寒い時期にも水分の摂取を控えてしまうことから脱水になっている
ことがあります。

　　　　

詳しくは、来年1月に配布する全戸配布ちら
しをご参照ください。

冬は「かくれ脱水」に注意！！　

●南房総市社会福祉協議会　てんだぁ 43 ●

脱水について

　症状としては！
○今までより皮膚がかさつくようになった。
○口の中の粘つきがある。唾液が少なくなった。　○便秘になった。
○すねにむくみがあり、靴下のゴムあとがなかなか消えない。　　
○皮膚に張りがなくなった。
　など、今までと違う変化があれば注意が必要です。

林家木久蔵

第１２回
南房総市社会福祉大会のお知らせ
 今回のテーマは「ひとりの想いが大きな輪
へ　それは笑顔のまちづくり」です。
　心豊かに、安心・安全・ありのままに、笑顔
の地域づくりを目指して「第１２回社会福祉大
会」を開催します。
　また、南房総市のボランティアで集う「第５
回ボランティアまつり」も同時開催いたします
ので、皆様お誘い合わせの上ご来場ください。



    

　

　 　 　

善意の寄付

この寄付金は、本会福祉振興基金に積み立て、以後地域福祉向上のため有効に役立たせていただきます。ありがとうございました。

敬称略/平成29年９月～平成29年１１月

社会福祉法人 南房総市社会福祉協議会
◆本所　南房総市千倉町瀬戸 2705-6

44-3577　 44-3542
◆とみうら福祉サポートセンター　 33-4565
◆とみやま福祉サポートセンター    57-2926
◆みよし福祉サポートセンター　    36-2276
◆しらはま福祉サポートセンター    30-5122
◆ちくら福祉サポートセンター　　 44-3541
◆まるやま福祉サポートセンター    46-2200
◆わだ福祉サポートセンター 　      47-3390
◆ホームヘルプサービス　　　　    29-5021
◆ケアプランセンター　                29-5022

たくさんのまごころ
ありがとうございます。

　
た
あ

 七浦中学校第八回卒業クラス会　 26,186円
矢口広幸・矢口ときえ 　 　 　 　  10,540円
根本区　　　　　　　　　　　      30,000円
J’S オーシャンワークス　　  　      30,000円
ザ・シンフル　　　　　　　　　  10,000円
池田幸雄　　　　　　　　　　   100,000円
大貫小松寺もみじ祭実行委員会　   41,320円
匿名　１件　　　　　　　　　　100,000円

ー 発行・編集 ー

　南房総市内に在住し、在宅で日常生活のほとん
どに介護を必要とする方に紙おむつを給付します。
○紙おむつ給付事業

○高齢者介護用品支給事業

・1日中ベット上で過ごされ日常のほとんどに介護を要す
　る要介護認定３・４・５の方

・身体障害者手帳1級・2 級の方

・精神障害者保健福祉手帳および療育手帳をお持ちの方

紙おむつ　尿取りパット　フラットタイプの内1品目

・65歳以上で要介護４・５の方、介護をしているご家族
※要介護高齢者の属する世帯全員が前年度市民税非課税の世帯

紙おむつ　尿取りパット　紙パンツ
※1回あたり25,000 円以内

申込期限／平成 30年1月 26日（金）まで
給付月／平成 30 年 3月
申込先／南房総市社会福祉協議会各福祉サポートセンター
問い合せ先／南房総市社会福祉協議会（本所）
　　　  または、 お近くの福祉サポートセンターへ　
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紙おむつを給付します
    

～法律に関することでお悩みの方～

開設日 場　　　　所 担　　当

  1月 25日 （木）  丸山公民館 弁護士 

　2月 22日 （木）  三芳保健福祉センター 司法書士

 3月 22日 （木）  和田地域福祉センター 弁護士

時間／午後１時～午後４時　

44-3577

○事前予約申込：随時電話にて予約を受け付けます。
○定　　員：6人（相談はおひとりにつき 30分まで）
○そ の 他 ：調停中や裁判中の事件の相談ならびに同一
                     内容についての再度の相談は応じられません。

無料法律相談

　ご家庭で不要な食品があればぜひ寄贈ください。いただいた食品は「フードバンクちば」が責任を持って福祉関連
施設へ、支援団体などを通じて生活に困窮している方にお配りします。皆様のご協力お待ちしています。
【寄付いただきたい食品】
 □穀類（お米、麺類、小麦等）
 □保存食品（缶詰、瓶詰等）
 □乾物（のり、豆等）
 □調味料各種、食用
 □インスタント食品、レトルト食品
 □飲料（ジュース、コーヒー、お茶等）
 □ギフトパック（お歳暮、お中元等

第18回フードドライブ　平成 30年１月15日（火）～２月28日（水）まで

【受け取り窓口】南房総市社会福祉協議会（本所）または、お近くの福祉サポートセンターへ

募集

予約・問い合せ先：南房総市社会福祉協議会(本所）

※ご注意いただきたい点※
①賞味期限が明記され、かつ 2カ月以上あるもの。
②常温で保存が可能なもの。
③未開封であるもの。
④破損で中身が出ていないもの。
⑤お米は平成 28・29年度産のもの（玄米可）
⑥アルコール類は受付けておりません。


